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１ 第５委員会委員の皆様からの質問

3

第５委員会委員の皆様からの質問

膜ろ過方式の見積もりについて，さらに詳細なデータ
の提示を求める

膜ろ過には有機膜と無機膜があるが，同等に扱ってよ

いのか

乙金浄水場の電力量が，実績よりも小さく算出されて
おり，数値が疑問である。

膜ろ過方式を採用する事業体が増加しているが，福岡
市の資料では膜ろ過を採用した事業体を否定すること
にならないのか。

2-1 経済性

2-2 環境性

2-3
膜ろ過施設導⼊状況
2-4
膜ろ過施設導⼊の特性

1 皆様からの質問
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2 補足説明 2-1 経済性60年間の費用詳細
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※⼄⾦浄⽔場の地理的条件，⽔質条件等を基にした試算であり，⼀般論ではない。
６０年間の費用（税抜）※現在価値化後

※ 福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められる

おそれのある情報については，掲載しておりません。



維持管理費詳細

7

※⼄⾦浄⽔場の地理的条件，⽔質条件等を基にした試算であり，⼀般論ではない。
１年当りの維持管理費（税抜）※現在価値化前

2 補足説明 2-1 経済性

※ 福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められる

おそれのある情報については，掲載しておりません。



有機膜 無機膜

写真

材質
ポリエチレン

ポリフッ化ビニリデン
酢酸セルロース等

セラミック等

耐熱性，耐薬品性 材料により異なる 優れる

耐衝撃性 － 弱い

有機膜と無機膜の違い（参考）

8参考：財団法⼈⽔道技術センター『膜ろ過浄⽔施設維持管理マニュアル』

2 補足説明 2-1 経済性

※ 福岡市情報公開条例に定

める非公開情報と認められ

るおそれのある情報につい

ては，掲載しておりません。

※ 福岡市情報公開条例に定

める非公開情報と認められ

るおそれのある情報につい

ては，掲載しておりません。



膜ろ過の見積妥当性の試算（参考）

9

■事例は乙金浄水場と同規模である川井浄水場（横浜市）と出来る限り条件
を整合させ試算

■事業費（税抜）：建設費と維持管理費（２０年間）の合計

膜ろ過を導入した事例との比較

■施設内容の違いがあり比較は困難であるが，見積の妥当性を確認するため，
事例を用いて試算

2 補足説明 2-1 経済性

※ 福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められる

おそれのある情報については，掲載しておりません。
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電力使用量の詳細説明

急速ろ過
平成24年度実績

再整備

急速ろ過
算出：積算

膜ろ過
算出：見積平均

（将来想定処理水量約 16 万m3/日）

：浄水・排水処理施設等
（膜ろ過加圧ポンプ除く）

：送水ポンプ

：膜ろ過加圧ポンプ

再整備後の電⼒使⽤量

約420万kWh/年

約90万kWh/年

約330万kWh/年

（実績処理水量約 6 万m3/日）

：
電力使用量の種類

2 補足説明 2-2 環境性

※ 福岡市情報公開条例に定める非公開情報

と認められるおそれのある情報について

は，掲載しておりません。



送水ポンプの役割

：乙金浄水場

：乙金配水池

乙金浄水場

乙金配水池

・乙金浄水場の処理水を，送水ポンプ
を用いて乙金配水池まで送水。

高低差
約40ｍ

乙金配水池

：送水管

乙金浄水場

・乙金浄水場で使用する電力の半分以
上が送水ポンプで消費される。

P ：送水ポンプ

2 補足説明 2-2 環境性

P
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525 530 519 513 524 529 541 575 559 548
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単
位
：
箇
所

浄水方法別浄水場数の推移（用水＋上水）

膜ろ過 急速ろ過 緩速ろ過 消毒のみ

出典：社団法人日本水道協会『水道統計』H15~H24，公益財団法人水道技術研究センター『水道ホットニュース』第３６１－２号

膜ろ過施設導入状況
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（+139）

（-30）

（+23）

（+218）

2 補足説明 2-3 膜ろ過施設導入状況



1,120 1,122 1,138 1,132 1,138 1,080 1,101 1,094 1,088 1,082

313 313 312 303 301 298 310 311 305 302
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10 11 21 39 57 78 85 95 95 96

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

平成

１５年度

平成

１６年度

平成

１７年度

平成

１８年度

平成

１９年度

平成

２０年度

平成

２１年度

平成

２２年度

平成

２３年度

平成
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単
位
：
(万

m
3/
日
)

浄水方法別計画浄水量の推移（用水＋上水）

膜ろ過(万m3/日) 急速ろ過(万m3/日) 緩速ろ過(万m3/日) 消毒のみ(万m3/日)

出典：社団法人日本水道協会『水道統計』H15~H24，公益財団法人水道技術研究センター『水道ホットニュース』第３６１－２号

膜ろ過施設導入状況

① 膜ろ過方式 浄水場数139箇所増加・計画浄水量約 86 万m3/日増加

• 86万m3/日÷139箇所＝1箇所あたり約6千m3/日であり，小規模主体で増加

② 急速ろ過方式 浄水場数 30 箇所減少・計画浄水量約154万m3/日増加

• 浄水場数の減少は，市町村合併に伴う浄水場統合整理が主な要因と推察

（+86）

（+154）

（-11）

（-38）

2 補足説明 2-3 膜ろ過施設導入状況
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※ 福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められる

おそれのある情報については，掲載しておりません。



膜ろ過施設導入状況

都道府県 施設名 事業体 膜種別 計画浄水量
（m3/日）

神奈川県 川井浄水場 横浜市水道局
MF

（無機）
172,800

鳥取県 江山浄水場 鳥取市水道局
UF

（有機）
80,000

福井県
日野川地区

水道用水供給事業
浄水場

福井県企業局
MF

（無機）
51,900

長崎県 北部浄水場（仮称） 佐世保市水道局
MF

（無機）
50,600

全国の計画浄水量が50,000m3/日以上で，
ＭＦ膜・ＵＦ膜導入の浄水場は，以下の４か所である。

※福岡市⽔道局調べ

2 補足説明 2-3 膜ろ過施設導入状況
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※ 福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められる

おそれのある情報については，掲載しておりません。



特徴④により…特徴④により…
急速ろ過⽅式でも

施設を稼働させながら
更新可能

急速ろ過⽅式でも
施設を稼働させながら

更新可能

特徴④により…
急速ろ過⽅式でも

施設を稼働させながら
更新可能

イニシャル・ランニング
コスト縮減が難しい

特徴①・②により…特徴①・②により…
膜ろ過施設導⼊の際には

前処理設備(除ﾏﾝｶﾞﾝ設備等)が必要
膜の耐⽤年数が⼀般的

膜ろ過施設導⼊の際には
前処理設備(除ﾏﾝｶﾞﾝ設備等)が必要

膜の耐⽤年数が⼀般的

特徴①・②により…
膜ろ過施設導⼊の際には

前処理設備(除ﾏﾝｶﾞﾝ設備等)が必要
膜の耐⽤年数が⼀般的

２２

３３

４４

ポンプ必要，電気代増⼤

特徴②・③により…特徴②・③により…
着⽔井で⼤気解放するため
⽔源の位置エネルギーを

急速ろ過・膜ろ過共に利⽤不可

着⽔井で⼤気解放するため
⽔源の位置エネルギーを

急速ろ過・膜ろ過共に利⽤不可

特徴②・③により…
着⽔井で⼤気解放するため
⽔源の位置エネルギーを

急速ろ過・膜ろ過共に利⽤不可

膜ろ過施設導入の特性 2 補足説明 2-4 膜ろ過施設導入の特性

乙金浄水場の状況 ～ 現 状 ～

１１

更新スペースに余裕がある
既存施設を稼働させながら
急速ろ過⽅式での更新が可能

特
徴
④

更新スペースに余裕がある
既存施設を稼働させながら
急速ろ過⽅式での更新が可能

特
徴
④

３３

21

※⼩⽔⼒発電で位置エネルギー有効利⽤

⽔源が２系統で
⾼さが異なる⽔源が存在
急速ろ過・膜ろ過ともに

着⽔井必要

特
徴
③

※

⽢⽔取⽔場

番托取⽔場

原⽔ ろ過⽔

１１

概略図
(取⽔から浄⽔)

原⽔をそのまま導⽔

特
徴
②

取⽔場付近に
沈澱池を有しない原⽔が

平均的⽔質

特
徴
①

原⽔が
平均的⽔質

特
徴
①

※ 福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められる

おそれのある情報については，掲載しておりません。



膜ろ過施設導入の特性 2 補足説明 2-4 膜ろ過施設導入の特性
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※ 福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められる

おそれのある情報については，掲載しておりません。



膜ろ過施設導入の特性 2 補足説明 2-4 膜ろ過施設導入の特性
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※ 福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められる

おそれのある情報については，掲載しておりません。



乙金浄水場の特徴の整理

福岡市 ⼄⾦浄⽔場

乙金浄水場における，地形・水質・敷地の条件では，
膜ろ過の特性がいかしにくい。

位置エネルギー利⽤不可

複数⽔源を⽔運⽤するため
着⽔井にて⼤気解放

現地更新可能

更新スペースあり

マンガン除去施設必要
膜の耐⽤年数が⼀般的
河川表流⽔を取⽔

原⽔⽔質は平均レベル

膜ろ過施設導入の特性 2 補足説明 2-4 膜ろ過施設導入の特性
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※ 福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められる

おそれのある情報については，掲載しておりません。


